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（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
港
湾
法
及
び
特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

港
湾
法
及
び
特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」
を
「
港
湾
法
」
に
、「
若
し
く
は

附
則
第
二
十
項
又
は
同
条
第
六
項
」
を
「
又
は
第
六
項
」
に
改
め
、「
又
は
特
定
埠
頭
群
」
を
削
り
、「
第
五
項
」を「
第

三
項
」
に
、「
又
は
第
七
項
」
を
「
又
は
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同

条
第
四
項
中
「
受
け
て
い
る
」
を
「
受
け
て
い
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
受
け
て
い
る
」
を
「
受
け
て
い
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

七
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
行
わ
れ
て
い
る
」
を
「
行
わ
れ
て
い
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

六
項
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
七
条
の
三
第
四
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
運
営
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
港
湾
法
第
四
十
三
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
既
存
国
際
戦
略
港
湾
運
営
会
社
」
と
い
う
。）は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
、
当
該
指
定
に
係
る
こ
の

法
律
に
よ
る
改
正
前
の
港
湾
法
第
四
十
三
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
運
営
計
画
（
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
第
三
項
に
お
い
て
「
旧
運
営
計
画
」
と
い
う
。）に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
法

（
第
三
項
及
び
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）第
四
十
三
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
す
る
変
更
を
し
、
港
湾
法
第
四
十
三
条
の
十
三
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
港
湾
法
第
四
十
三
条
の
二
十
五
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
既
存
国
際
戦
略
港
湾
運
営
会
社
に
対

し
出
資
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
旧
運
営
計
画
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
時
に
お
い
て
港
湾
法
第
四
十
三
条
の
十
三
第
一

項
の
認
可
を
受
け
た
新
法
第
四
十
三
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
運
営
計
画
と
み
な
す
。

４

既
存
国
際
戦
略
港
湾
運
営
会
社
に
つ
い
て
の
港
湾
法
第
四
十
三
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
第
二
号
中
「
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
」
と
あ
る
の
は
、「
こ
の
法
律
若
し
く
は
港
湾
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
八
号
）
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
」
と
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
の
認
可
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
既
存
国
際
戦

略
港
湾
運
営
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
又
は
監
査
役
は
、
五
十

万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

母
子
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
十
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
九
号

母
子
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
産
後
ケ
ア
事
業
）

第
十
七
条
の
二

市
町
村
は
、
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
た
保
健
指
導
、
療

養
に
伴
う
世
話
又
は
育
児
に
関
す
る
指
導
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
産
後
ケ
ア
」と
い
う
。）

を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
に
つ
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
業
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
と
い
う
。）を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
で
あ
つ
て
、
産
後
ケ
ア
を
行
う
も
の
（
次
号

に
お
い
て
「
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）に
産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及

び
乳
児
を
短
期
間
入
所
さ
せ
、
産
後
ケ
ア
を
行
う
事
業

二

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経

過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
を
通
わ
せ
、
産
後
ケ
ア
を
行
う
事
業

三

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
の
居
宅
を
訪
問
し
、
産
後
ケ
ア
を
行
う

事
業

２

市
町
村
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
に
当
た
つ
て
は
、
妊
娠
中
か
ら
出
産
後
に
至
る
支
援
を
切
れ
目
な
く
行
う
観

点
か
ら
、
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
必
要
な
連
絡

調
整
並
び
に
こ
の
法
律
に
基
づ
く
母
子
保
健
に
関
す
る
他
の
事
業
並
び
に
児
童
福
祉
法
そ
の
他
の
法
令
に
基
づ
く
母

性
及
び
乳
児
の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
業
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
妊
産
婦
及
び
乳
児
に
対
す
る
支
援

の
一
体
的
な
実
施
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

（
海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
埠
頭
群
」
と
、」の
下
に
「
同
法
第
四
十
三
条
の
二
十
九
第
一
項
中
「
事
業
」
と
あ
る
の
は

「
事
業
又
は
海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
事
業
」
と
、「
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
公
務
員
法
」
と
、
同
法
第
四
十
三
条
の
三
十
中
「
高
度
化
」
と
あ
る

の
は
「
高
度
化
又
は
海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
業
の
円
滑
化
」
と
、」を
加
え
る
。

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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